



はじめに 姥 名 保 彦
(新 潟 経 営 大 学 教 授)
ところで､上述 (第Ⅱ部 第1章 第4節参照)した新潟県および中越集積において求められている産
学官支援システムの中で､｢人材育成システム｣については､産学官に課された課題のうち ｢学｣が担っ









第 1章 "ものづくり拠点'と人材育成システム (*1)
蛙 名 保 彦















































































































































((礼)生活経済研究所 ･増田祐司編 『21世紀 ･北東アジア世界の展望』[日本経済評論社刊､
2004年4月])p.163-168を参照のこと｡)











視点-』(新潟経営大学 ･平成16年度学内共同研究 ･ディスカッションペーパI)Ⅲ ｢2.企業
価値転換論と知的人材育成の意義｣p.ll-12を参照のこと｡
(注10)姥名保彦 ｢序｣(新潟経営大学 ･共同研究プロジェクト『アジア企業進出を巡る問題点と課題一

















(注14)片上 洋 ｢新潟県央地域活性化のための人的資源育成計画｣(新潟経営大学学内共同研究 (辛
成16年度)『中国アジアビジネスと人材養成一留学生教育に対する新たな視点-』[2005年3月]
p.47-51参照｡

















































(出所)経済産業省 ･厚生労働省 ･文部科学省編 『ものづくり自書』[2004年版]p.364より｡
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